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Therecurrenceinterval(R)ofearthquakesfromagivenfault-segmentisrelatedto

thelongatermslilrate(S)andthedisplacementaccompanymganearthquake(D).The

relationisexpressedasR=D/S[WAI,IAACE(1970)1,whenaseismicfaultcreepisdisregarded.
DhasarelationwiththeearthquakemagnitudeMaslogD(meter)=0.6班－4.0forJapanese

inlandearthquakes.Then,therelationRtoMisexpressedaglogR=0.6Ⅲ－4.0-logS.

Itisproposedherethatagivenfault-segmenthasaconstantvalueinDthrough

timeduringlateQuaternaryperiod，ValuesDandMmaybedifferentbetweendiferent

faultsorsegments,butthereisapropervalueDoorMbforagivenfaultoritssegment.
HistoricrecordsonJapaneseearthquakesseemconsistentwiththisassumption・DOOrMb
isobtainedfromd､aofhistoricearthquakesorfromaunitoffsetofgeologicreferences.

Faultlengthェ,isProportionaltoadimensionofstraindomain,anditrepresentsthe
maximummagnitudefromthefault.Therelationof.Z,toearthquakemagnihldeMiS
logL(kilometer)=0.6班－2.9forJapaneseinlandearthquakes・Then,maximummagnitude
MLfromafaultisexpressedas"L=(1/0.6)logL+4.85.

Whenagivenfaultoritssegmenthasnoearthquakeduringatleasttyearsupto
thePresent,theaccumulatedearthquakeenergyduringtyearsisexpressedas"=(1/0.6)
log(t･S)+6.67.

Thus,aprobablemaximummagnitude"途｡重fromagivenfaultoritssegmentis
expressedas"<皿丘a=<MZ.ExamPlesoftheaboveprocedureanditsresultaredescribed.

§1．まえがき

最近，地形・地質学的方法などで活断層が各地で見出されている．その活断層から発生する

地震の規模・周期について考える．その際に用いる基本的な考えは次のようである．

1）地震の規模は地殻の歪領域の大小に対応し元いる［地震体積説,TsuBoI(1956)].

2）最近地質時代（最近の10‘ないし106年以降）を通じて，断層運動のむきと速さは定

常的である[SuGIMuRA(1967),松田・岡田(1968)].

3）地震の規模と地震時の変位量には1つの断層またはその部分区間ごとに固有値がある．
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実際の活断層が，上の1)～3）のような規則性をどの程度の精度でもっているかは今後の問

題であるが，本稿では一応この規則性の存在を認めて議論する．

地形・地質学的に知れる活断層の諸性質のうち，地震の規模・発生間隔に関係する主な量は

次のようである．

1）断層系のディメンジョンL

2）第四紀後期における断層の平均変位速度S

3）断層運動におけるその断層またはその部分区間での単位変位量以

本稿では，上記の考えを用いてこれらの諸量と地震の規模・発生周期との関係を考察し，そ

の二・三の実例を示す．

§2．断層系のディメンジョンと地理の規模

断層変位および地震発生は地殻にたくわえられた歪エネルギーの急激な解放である．その歪

エネルギーの大小はその歪領域の大小による．そして歪領域の大小は断層のディメンジョンの

大小に反映していると考える．たとえば．小さな断層系は小さな歪領域をもち，それに応じた

小さな地震しか発生し得ないと考える．

断層（または断層系）のディメンジョンを断層線（またはその集合体）の長さLであらわ

す．Lとそれに対応する地震のマグニチュードMとの関係として，歴史地震の地震断層の長

さとマグニチュードの関係を用いる.Lの単位はkm.以下，同じ．
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，
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Fig.1．Magnitude-faUltdimensionrelationandmagnitude.displacementrelation
historicearthquakesinJapan(inland)．○:valuesObservedonthesurface.
valuesestimatedfromseismologicalorgeodeUcdata・Fordata,seeTablel.
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Tablel．Earthquakemagnitude,faultlengthandfaultdisplacementin
historicearthqUakesinJapan(inland).
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GothiCnguresareusedinF'ig､1．
J"gr@EE~17~MRiSm(1974a),2)YOmmzuRA(1972),3)KANAMom("),9"IW,
5)INouE(1950),6)A]mo(1974),7)KAWABAxI(1975),8)MoGI,et"I.(1964),9)AKI(1966),
10)MIKumo(1973),11)MIKuMo(1973).

**6RZluesofsurfhce.faulting,e:valuesobtainedfromseismologicalorgeodeticdata.

IogL=1.32M-7.99[IIDA(1965),全世界](1)

logL=0.6M-2.9[Figlaの破線，日本内陸](2)

本稿では日本内陸の活断層を対象とするので（2）式を用いる．（2）式のMの係数と常数

はFig.1aから班8の地震ではL=80km,"7ではL=20kmとして決めたものであ

る(Figo1aの破線に相当).Lの値は従来の文献によったが91つの地震で2つの地展断層
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線がややはなれて生じた場合（丹後，北伊豆，鳥取，三河の各地震の場合）には，その2つの

断層線がふくまれる最小の円の直径をもってその地震断層のZ,とした．また,Fig.1aには

地震断層が地表にあらわれなかった地震でも他の方法で断層の長さが推定されている場合には

参考のためその値もプロットされている．

地震のマグニチュード班とそれに対応する地殻の歪領域の大きさとの関係については，い

くつかの研究がある．すなわち，弾性論と地殻の歪限界にもとづく推定[TsuBoI(1956)],余

震域の大きさからの推定[UTSu(1969)],および水準点の変動域からの推定［檀原(1966)1な

どである．それぞれの関係式で歪領域の大きさを直径2γの球または円で表現すると，それと

マグニチュードMとの関係は次のようである.rはkm・以下同じ．

坪井の式よりlog2f･=0.5皿－2．1(3)

宇津の式よりlog27=0.5班－2.0(日本内陸)(4)

檀原の式よりlog27･=0.51M-1.97(5)

これに対して，断層線の長さLをその周辺地殻の歪領域の直径2γと承なした時の，2γ

と皿の関係は（2）式より，

log27･=logZ,=0.6M-2．9(6)

Fig.2は比較のためこれら各式の班

6 78

M

Fig.2．Dimengionofstraindomain29･and
earthquakemagnitude"

（1）log2γ＝0.51胚-1.97afterDAM-
BARA(1966),(2)log27･=0.5砿-2.0after
UTSU(1969),(3)log21･=0.5胚-2.1after
TsuBol(1956),(4)log2r=1ogL=0.6
班－2.9afterFig．1a.

と27･(=L)の関係をグラフに示した

ものである．図からわかるように，断層

周辺の歪領域の大きさをその断層のディ

メンジョソLを直径とする円であらわ

すと，班6～班7の範囲では他の方法で

あらわれる歪領域よりやや小さく表現さ

れるが，一応，断層系のディメンジョン

をもってその断層系の歪領域の大きさと

象なすことができる．

上記のように，断層は，そのディメン

ジョンに応じた歪エネルギーをもってい

ると考えるが，その歪エネルギーが1回

の地震として放出されるとは限らない．

ある断層系ではその歪エネルギーはその

部分区間ごとに別灸の地震を発生させる
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Fig.3．Typesoffaultinginmodeofstrainrelease.(a):"totalreleasetype'',(b)and
(c):"partialreleasetype''.(a)Nobifaultsystem,GifuPrefecture,(b)AizufaUlt

system,FukushimaPrefecture,(c)Fukushimafaultsystem,FukushimaPrefecture.
Abrokencirclerepresentsafaultstraindomainofthefaultsystem,ofwhich

sizecorrespondstothefaultdimension.Asolidlinecirclerepresentsareleased

straindomainduringahistoricearthquake,ofwhichsizecorrespondstothe

earthquakemagnitude.

ことによって分割的に放出される．したがって，長さLの断層系において，（6）式から得ら

れる地震のマグニチュード(MLとする）は，その断層系から生じ得る地震の規模の最大値を

あたえる．すなわち，皿ZとLの関係は（6）式から，

MML=(1/0.6)logL+4.85(7)
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Fig.3に，エネルギーの一括放出型断層系の例と分割放出型断層系の例を示す．濃尾断層

系(Fig.3a)や陸羽断層系ではそのディメンジョンから推定されるMZ(それぞれM8.0,

班7.7）と実際に生じた地震のマグニチュード（それぞれ班7．9と胚7.5）とがほぼ等し

いので，これらはエネルギーの一括放出型の断層系である．会津断層系(Fig.3b)や福島断層

系(Fig.3c)では実際に生じた地震は区間をことにして複数生じており，またその地震規模も，

その全長Lから期待されるMZより有意に小さい．したがって，これらの断層系は分割放出

型の例である．

§3．活断層の平均変位速度

前節で述べたように断層系ごとにそれに対応する断層歪領域を考えた時，その歪領域の長期

間の平均の歪速度は，地震エネルギーの平均的放出速度に対応し，それはその断層の喰違い運

動の活動度（断層の平均変位速度）としてあらわれる．したがって，断層の平均的な喰違い速

度はその断層から発する地震の規模と発生頻度との積に対応している．

断層の平均的喰違い速度（平均変位速度Sとよぶ）は断層ごとに次のようにして求められて

いる．断層線をこえてその両側でかつて一連であった岩石・地形・人工物など（断層基準とい

う）を基準にして，それらの基準が形成されてから現在に至るまでの断層変位のむきと量（変

位ヴェクトルの和）を知る．次に，その変位量をその断層基準の形成時代から現在までの時間

(年数）で割るとその値が，その間の断層運動の平均変位速度である．日本の活断層に対する

従来の研究によると，すくなくとも第四紀またはその後期についていえば，断層基準の古さに

ほぼ単純比例してその変位量も大きくなっている（たとえば阿寺断層，跡津川断層，中央構造

Table2.ClassincationofQuaternaryfaultsbaSedonthelong-term

rateoffaultdisplacement.

LongGtermrateOffaulting
S(m×10-8yrs)

ExamplesClass

■■■■■■■■■■■■

A MedianTectoniCLine')
At@Tafanltg)
Tannafa''1t3)

Fukl'QMmafault4)

FukayafaUlt6)

Fukozufauli@)

1三S<10
6

0.1≦S<1

■

0.01≦S<0.1

Ｂ
Ｃ

ForfaultsofS≧10m/103yr,classAA,AA-A,….maybeused・ForS<
0.01m/103yr,D,E,....maybeused.

劫OKADA(1973),2)SuGI皿uRAandMATsuDA(1965),3)SeeMAT8uDAand
OKADA(1968),0)MATSuDA(1973),6)MATsuDA(1974b),6)OKADA(personal
communication).
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線)．したがってそれらの活断層ではすくなくともこの期間（10.年または106年以降）を通

して現在まで，ほぼ同じむきにほぼ同じはやさの割合で変位をつづけてきたと考えられる．

上述のようにして求められた平均変位速度はTable2に示すように断層によって大きく異

なっている．日本内陸の第1級の活断層ではその平均変位速度はS=1～10m/103年に達して

いるが，その1/10～1/100程度の活断層も多数存在する．便宜上，平均変位速度Sが108年

につき1m以上10m未満のものをA級とし，その1/10,1/100のものをそれぞれB級,C

級とする．

§4．活断層の変位様式

実際の活断層運動は前節で求めたような平均変位速度Sで，必ずしもつねに進行しているわ

けではない．同じ平均変位速度値をもつ活断層であっても断層変位の様式には次のようないく

つかの場合が考えられる．

a)Fig.4(a)のような地震時に急激に変位し，平常時には変位しないもの（地震性断層変

つ

，， ，
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Fig.4.Time-displacementdiagramsshowingvariousmodeoffaultdisplacementata
givenfaultsegment．(a)intermittentfaultdisplacement(earthquaketype),(b)
continousandintermittentfault"8placement(creep-earthquaketypeormixed

type),(c)continousfaultdisPlacement(creeptype).Types(d)and(e)are
unlikelytoexist・Fortheinset,S:longatermsliprateoffaulting,C:tectoniccreep

rate,D:disPlacementaccompanyinganearthquake,R:recurrenceintervalof

theearthquake.
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位)．

b)Fig.4(b)のように地震時の急激な変位のほかに，平常時にもそれと同じ方向の変位が

進行するもの（地震・クリープ混合性断層変位)．

c)Fig.4(c)のように地震を伴う急激な変位をせずに平常時に徐々 に断層変位が進行して

いるもの（クリープ性断層変位)．

このほかに,Fig.4の（｡)や(e）のような変位型式も考え得るが実在するかどうか疑わし

い．(d)は断層面の同一部分が2つの周期をもって急激な変位をおこす場合であって，地震・

断層現象を第四紀を通じての定常的なくりかえし現象とふる時，このような変位の仕方は不安

定であり，現実的には考えにくい．かりにそのような状態が一時生じたとしてもやがてより安

定な(a)～(c)のようになっているであろう．アナトリア断層（トルコ）は長い休止期間を経

て近年の約30年間に多数の地震を連鎖的に発生させたので,この(d)の型式に似ているが，

地震発生の場所はそのたびに移動しており，1つの部分区間についていえば，その変位様式は

(a)または(b)であって,(d)ではない．隣り合う部分区間の境界部付近では両区間の地震に伴

なって変位の重複が承られた[AMBRAsEYsandZATopEK(1969)】が，それを(d)型と承る

ことはできない．また(e)についても同様である．たとえば南海道地震に伴う室戸岬の上下運

動は(e)に似ているが，断層面は平時には固定されていて，そのために断層面周辺の地殻に澆

承が生じ，室戸岬などの陸地に平時の沈降運動があらわれたと考えられる．したがって，海水

面に対する陸地の昇降運動が(e)のようであっても断層面での断層変位は(a)型または(b)型

であると思われる．

1つの断層系でもその部分区間ごとに変位様式が異なっている場合も知られているが

[ALLEN(1968)],すくなくとも日本内陸の活断層は現在知られている限りすべて(a)のような

単純な地震性の変位様式をもつものである．

§5．断層の平均変位速度・地震時変位量と，地理の周期・規模の関係

断層の平均変位速度sと，その断層の地震発生周期Eとの間にはFig.4に承るように一

般に次のような関係がある[WALLAcE(1970)1.

R="(S-C)(8)

Dは1回の地震に伴う断層変位量,Cは平時のクリープ性断層変位速度である．日本内陸の

場合C=0であるから以下本稿では(8)式のかわりに次式を用いる．

R="S(9)

Dは地震の規模胚と関係している．歴史地震の資料によると，
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logD=0.55班-3.71

【世界陸上,IIDA(1965)1(10)

ま たはy

logD=0.6班－4.0

［日本内陸,Fig.1bの破線，

Dはいずれも畑,以下同じ］（11）
R

日本内陸の断層に対してはFig.1bに

もとづいて（11)式を用いる．（11)式の

班の係数と常数はFig.1bから，班8

の地震ではD6m,M7の地震ではD

1.5mとして決めたものである．

(9)式と（11)式から，色,々なSの断

層について，そのRと班の関係を求

277

“

めることができる．すなわち，
Fig.5.EarthquakemagnitudeMandrecur-

logR=0．6Ⅲー4.0-logS(12)renceintervalRforvariousvaluesof
longstermSliprateS.

Fig.5はこの関係をいくつかのSの

値について示したものである．

Dまたは班の値がその断層またはその部分区間ごとにほぼ一定の値をもつならば(9)式の

Eもほぼ一定になり，断層（または区間）ごとにほぼ一定の地震規模と地震発生周期が存在す

ることになる．

§6．単位変位量と固有地震規模

活断層のディメンジョンや平均変位速度がわかっても，それから発生する地震の規模は一義

的には決まらない．それらの値は同じであってもある断層は一時に大きく変位し大きな地震を

発生させるであろうが，他の断層は小刻みの変位と小地震を比較的ひんぱんに発生させるであ

ろう．

このように1回の地震時の断層変位量や地震の規模は一般に断層ごとにことなっている．し

かし1つの断層あるいはその部分区間を指定すれば，そこから発生する地震の規模もその時の

変位量も最近地質時代を通じてほぼ一定である．すなわち断層（またはその特定の部分区間）

ごとに発生する地震の規模と地震変位量に固有値があると考える．そのように考えた時の地震

規模をその断層（または部分区間）の固有地震規模鵬，1回の地震変位量を単位変位量跳
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とよぶ．凸を用いて（9）式から地震の周期が推定できる．

断層またはその部分区間ごとに固有の地震規模が存在しているならば，同じ断層またはその

区間から実際に発生した歴史地震の地震規模はいつもほぼ等しい筈である．1つの断層系から

くりかえし発生した歴史地震の例として，濃尾断層系からの濃尾地麓(A,D､745と1891),

北伊豆断層系からの北伊豆地震(A.D､841と1930),善光寺断層系からの善光寺地震(A.D.

897と1847)などがある．それぞれの地震規模は理科年表によると，皿7．9と7．9(8.4),

7.0と7．0，7．4と7．4であり，1つの断層系では似た値を示している．このことは断層系

または区間ごとに固有の地震規模があるとする仮定に調和的である．

このように，その断層系またはその部分区間から，歴史地震が発生している場合には，その

マグニチュードMとその時の断層変位量りをそれぞれその断層の固有地震規模Mbと単位

変位量凸と承なすことができる．班かDの一方が知られている場合には，（11）式によっ

て他方が求められる．

固有地震規模あるいは単位変位量は，上述のように歴史地歴資料によって知れる場合がある

が，そのほか，地質・地形あるいは考古学的資料によっても求められることがある．たとえば

最新地質時代の堆積物（考古学的文化層，火山灰層，その他の一般堆積物）や地形面が断層線

上でDだけ喰い違っていて，その直後の堆積物や地形面は現在までその断層による変位を受

けていなければ，そのDが断層（のその区間）の単位変位量であると考えられる．より厳密

に言えば，1つの断層において時代的に十分接近した2つ以上の断層基準の各灸の変位量の差

がほぼ一定（または整数倍）であればその変位量の差（またはその最大公約数）が1回の地腱

による変位量すなわち単位変位量である．

たとえば．サンアンドレアス断層の中部で断層線を横断する多数の小さな谷が喰違っている

が，その喰違い量の分布からその区間での1857年地震の変位量(＝単位変位量)はおよそ30

プィートと推定された【WALLAcE(1968)].またペルーアンデスのコルデイエラ・プラソカ西

麓の断層では後氷期河成段丘やインカの歩道の変位量が約2mまたはその整数倍であったこ

とから．約2mがこの断層区間の単位変位量であると考えられた［松田・他(1971)].

§7．周期地浬と連鎖地錘

前節のようにして推定された恥または雌を用いて（9）式または（12）式から求められ

た地震の周期が歴史記録による実際の地震間隔とほぼ一致している場合には，上述の固有地震

規模の推定値がほぼ妥当であったと承なすことができる．たとえばS=2～3m/108年の北伊

豆断層系で，1930年の地震変位量2～3mをqと象なした時,(9)式のBは約1000年
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となり歴史地震(A､D､841と1930)の発生間隔と調和している．

しかし，このようなチェックの結果が著しく歴史記録と異なった場合には（歴史記録や平均

変位速度値が正しいとすれば)，その2つの歴史地震はその断層系の同じ区間から生じた“周

期地震”ではなくて，隣り合う別の地震断層区間から生じた“連鎖地震”の関係にある疑が生

ずる．

分割放出型の断層系では一区間での地震発生（歪解放）が隣の区間のそれと無関係ではない

ので，隣り合う断層区間が相ついで地震を発生させる可能性がたかい．その場合，(9)や(12）

式から得られるBは連鎖的関係にある一連の地震群の再来期間をあらわすものであって，隣

り合う断層区間で相ついで発生する2つの地震の発生間隔をあたえるものではない．たとえば

大正12年の関東地震と元緑16年の関東地震は相模トラフ断層の隣り合う区間から発した連

鎖地震であって，同じ断層区間でくりかえされた周期地震ではないと考えられる［松田・他

(1974)]．もしこの考えが正しければ大正型（あるいは元緑型）関東地鍵の周期は元藤・大正

間の時間間隔とは無関係であって，別に求める必要がある．松田ら（1974）によると，元詠関

東地震のそれはおよそR=1000年である．

このように地震周期の推定には過去の地震資料からMbまたは凸を適切に評価するほかに，

その地震に関与した断層区間の位置を限定する必要がある．その意味でも歴史地震資料や地

形・地質学的地震資料の充実が望まれる．

§8．地理の最大期待規模と周期－2．3の実例

活断層から発する地震の規模・周期の推定には前述のように，その断層の平均変位速度sと

単位変位量軋を知る必要がある．しかし現状では恥がいつでも精度よく求まるとは限らな

い．そのような場合の，地震の最大期待規模と発生周期の推定について以下に述べる．

歴史地震の知られていない断層区間（断層空白区間）の長さをL$とすると，長さLfで代

表される歪領域のもつ地震エネルギーは（7）式でL=Lとしたときの皿h$であらわされる．

Lfが単一の歪解放区(=地震体積）であるか，いくつかのそれをふくんでいるかは未知であ

るから,L$を単一の地震断層区間と承なして求められた上述のML$は区間Lfから発生する

地霞のマグニチュードの上限をあらわしている．

一方，そのLfの区間が過去tt年間たしかに地震発生なしに経過したとすると，その期間

に蓄積された地震エネルギーの量は空白期間tfとその断層の平均変位速度Sの大小に依存し

ている．期間tfにたくわえられたエネルギーをマグニチュード脇とすると，脇と#$とs

の関係は（12）式のRをt@として求められる．すなわち，
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脇＝(1/0.6)log(#･副+6.67 （13）

Fig.5の兄をtとすれば同図は上式の関係を示すものである．

、脇は現在までに経過した最小確実な空白期間に蓄えられた地震エネルギーに相当するから，

その断層区間から実際におこるかもしれない地震の最大のマグニチュード班迩哩重よりも小さ

い．一方,MLは上述のように"途｡zに等しいか，より大きいので，脇,皿泣｡ヱ,脇の関係

は次のようである．

M<M泣凪重≦MZ.(14)

このような"mazに対応する恥｡x,Rmo室はそれぞれ(11)および(12)式から求められ

る．

なお，その断層区間でたくわえられたエネルギーがほぼRm｡垂の周期でFig.4の(d)のよ

うな放出のされ方をすると，個々の地震の規模は班迩Qヱよりやや小さくなり，地腰数は著しく

増加する．そのような起こり方は既述のように一応考慮外におく．

以下，2．3の活断層で実例を示す．

中央構造線一中央構造線(Fig.6)は四国中部・東部では第四紀後期を通じて右ずれの変

位をつづけている．その平均変位速度はS==5～10m/103年である［岡田篤正(1973)]、こ

の断層系およびその周辺に生じた主な歴史地震はその東西両端に近い部分(Fig.6のAとC
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Table3.Probablemaximummagnitudes(皿迩｡茎)andtherecurrenceintervals
("msx)forSomeQuaternaryfaults.
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の地域）に集中していて，中央部(B地区）にはこの断層系に直接関係すると思われる地震は

発生していない．中央構造線に沿うクリープ性の変位も認められない［岡田(1973)］ので，こ

の断層はFig.4の(a)のタイプである．

まず，歴史地震の知られていないB地区について考える.B地区では地震変位が生じた最近

の年代はC"年代資料によると1860年B.P.より新しく【岡田(1973)],歴史資料による

と約1000年より古い．地震空白期間‘を1000年とした時のマグニチュードとして（13)式

より砥＝8.3(7.8）を得る．またB地区の区間長は約200kmであるから(7)式より脇

＝8．7．したがってB地区での皿血a室は8．3(7.8)<Mms重≦8.7.B…は(12)式から960

(960)年<R…≦1660(3320)年．以上の括弧内外の数値はそれぞれS=10m/108年,S=5

m/108年とした時の値である.M8.7の地震は考えにくいので，実際にはこのB地区にはい

くつかの地震断層区間がふくまれていて，それぞれから砿8級の地震が連鎖的に生ずる可能

性がある．

以上の試算から，中央構造線中央部(B地区）は班堯8の地震を1000年～3300年程度の

間隔で単発または連鎖的に発生させる性質をもっていると考えられる．

次に，歴史地震のあるA地区について考える．A地区の“はL=200kmとしてML=

8．7になるが，実際の歴史地震のマグニチュード“はいずれも班7程度である(Table3).

この脇＝7に対応するLハは（2）式から20km程度であるから,L=200kmのA地区
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には多数の地震断層区間がふくまれていると考えられる（その数泌はL/L息から10位か)．

したがって,M=Mk=7,S=10m(5m)/108年として(12)式から得られるR=160(320)

年はその各々の地震断層区間での発生周期であって,A地区全体での地震発生の平均間隔はこ

れより小さい（ふくまれている地震断層区間の数を銘とすれば拠分の1になる)．A地区で実

際に知られている歴史地震の発生間隔は大略これと調和しているといえるが，多少上述の推定

値よりも歴史地震の発生例は少ないといえる．計算ではSの値をB地区での値と同じとしたが，

A地区はこの断層系の末端に近いので，より小さなSを用いるべきなのかもしれない．

福島断層系一福島断層系は福島盆地北西縁にある逆断層で，その平均変位速度は0.1～1

m/103年(B級）である［松田(1973)1.この断層系から生じた歴史地霞は2例あって，それ

ぞれ班6．6（173エ年）および班6．1（1956年白石地震）であった．いずれも震央はこの断

層系の北部にある(Fig.3c).この断層系の全長はL=45km,(7)式から求められる地震規

模は脇＝7．6である．これは実際に生じた歴史地震の規模と明瞭にことなっていて，この断

層系がエネルギーの分割放出型であることを示している．

この断層系の南半は地震空白区間であってその区間長Lは約25km,それに対応する地震

規模は（7）式よりML=7.2である．一方，この断層系の平均変位速度(B級)を0．5m/108

年とし，現在までの最小地震空白期間tを800年とすると，それに対応する地震規模班‘は

(13）式から班5．8である．したがって，この断層系南部区間から生ずる地震の最大期待地

震規模M血魁璽は5.8＜』'画.重≦7.2である．このようにおよそ班7がこの断層系の最大期待

地震規模であり，その地震周期は（12）式から約3200年である．その発生場所はこの断層系

の南半部である．

Table3にこのほか若干の断層系について，その最大期待地震規模とその地震周期を示した．

§9．あとがき

断層と地睡の関係について1つの考え方を示した．文中の具体的推定値はその考えを明確に

するために示したものであって，個公の断層評価の実用に際しては，その数値の意味について

十分考慮する必要がある．
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